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Instagram

暦の上では立秋を過ぎ、暑さがおさまる処暑も過ぎましたが、一向に朝晩も暑いまま。こどもたちとの

水遊びは続きそうです。

～築山づくり～ ここ１，２週間で園庭に小さい山が出現しているのをご存知でしょうか。

第1弾。4トントラック１杯分の赤土。トラックは中まで入れず、南門外の駐車場に土を下してもらい、

そこからは職員で人海戦術。山を作り固まるまでブルーシートをかぶせました。固めるのは子どもたち。

昼寝から目覚めると、園庭に出現したブルーの山を前に、寝ぼけ眼で自分の布団から山を眺める子、

見つけるなりニタッと「なんでーー！」と叫ぶ子。躊躇なく登る子がいるからそれに続く子がいる。

「そこに山があるから」 おとなが何も言わなくてもフワフワだった山は固まっていきました。

第2弾。ブルーシートをはがして、ぬるぬるツルツルの山肌に砂をコーティング。「なにすんの？」

「砂場で山作るじゃん? その時みたいに山のてっぺんから砂かけたいんだよね」「わかった！」

はこべ組の子がメインで着々と進められます。子どもたちの中でしぜんと、砂をバケツに入れて

運んでくる人・てっぺんにいる人に砂を渡す人・てっぺんで砂を流す人・トントンと固める人の

役割ができています。

かたや、やまぶき組の子は「化石があるんだよね」と仲間と山の中腹より上部を掘り始めます。

それに気づいたはこべ組のY君が、独り言のように「あ～、、ほっちゃだめだよぉ～」と

言いながら、砂を入れた小さいバケツを片手に持ち、足の指に力を込めて斜面を登り、掘られた穴を

埋めます。埋められる間、掘っていたやまぶき組の子は何も言わず埋められる穴を見ています。

一緒に遊んでいるかのように。穴が埋まり任務完了のY君。すかさずやまぶきの子は、

その穴を掘る。Y君は気付いて穴を埋める。やまぶきが掘る。１つの穴でずっとこの攻防は

続きました。Y君とやまぶきの子のやり取りを、てっぺんにいたT君が気付いたようで、

Y君がいないと、T君がその役割をしています。Y君とT君の2人に会話は

なかったのですが何ともしぜんな中での出来事に私は驚きました。なぜだかその間、埋める側も

埋められる側も互いに声をかけないんです。互いの顔の距離が20センチほどで見つめあっても、、、

そしてその表情は怒りではなく、悲しみでもない。何なのでしょうか。周りでは着々と築山づくりは

続いています。

保育園という場所でいろんな人が暮らしあっていく。一緒に暮らす人を信頼して、相談できる。

自分と違う思いの人がいてその人の思いを知る、気付ける。一人一人の子が自分は自分でいいんだよね

と思える日常が、築山づくりのような遊びの中からも生まれているのだと思いました。

水遊びの時期が終盤を迎えると、今度はしぜんと泥遊びに移っていくと思います。4年間で3人の

子を育てた経験を持つ私も、洗濯の大変さは身に染みて感じております。なので、保育園で過ごす服は

保育園用と決めて、汗さえ落ちれば洗濯完了！と割り切ってくだされば幸いです。子どもたちを

「今日もたくさん遊んでおいで」と送り出してください。



キッチン
まだまだ日中は暑い日もありますが、夕方の風の涼しさに秋の近づきを少しずつ感じます。
また、夏の疲れが出る時期でもあるので、引き続き食事、睡眠、適度な運動を心がけ、
規則正しい生活を送りたいですね。

保健
『とびひ』について
8月は、幼児クラスを中心にとびひが流行しました。とびひは夏に多い皮膚疾患です。
水遊びもある時期なので、お子さんの皮膚状態に注意していきましょう。

とびひってなに？
とびひは、伝染性膿痂疹と言います。
黄色ブドウ球菌、溶血性連鎖球菌が原因で起こります。

症状
湿疹や虫刺され痕を掻きこわした部分に
細菌感染を起こし、びらんや水疱を形成します。
かゆみを伴うことが多いです。

【潜伏期間】 2～10日
【感染経路】 接触感染
【治療方法】 経口抗菌薬の内服と外用薬による治療
【登園基準】 皮膚が乾燥しているか、浸潤部分が覆える範囲の程度のものであること。
【お願い】 他のお子さまへの感染拡大を防ぐために、しっかりガーゼなどで覆って登園してください。
【プール】 完全に治るまでプールには入れません。
【日常生活で気を付けること】
・掻き壊しによる感染拡大を防ぐため、爪は短く切りましょう。
・手指を介して原因菌が周囲に拡大するため、きれいに手を洗いましょう。
・体のほかの部分への感染を予防するため、傷はガーゼで覆いましょう。

★とびひは、ほおっておくと大きく広がっていくので早めに治療すると早く治りますよ！

ののはなレシピ ～カレイの野菜焼き～

カレイの野菜焼きは、子どもたちが好きな給食メニューの１つです。
野菜が多い主菜ですが、マヨネーズで味付けしているので、子どもたちの食べやすい味付けになっています。

【材料 2人分】

・カレイ … ２切
・たまねぎ… 1/2個(薄切り)
・にんじん … 1/2個(千切り)
・えのき … 1/2袋(3～4等分)
・しめじ … 1/3袋(ほぐす)
・マヨドレ … 30g
・しょうゆ … 10g
・塩 … 少々

【作り方】

① 切り込んだ野菜を調味料で和える。

② カレイ切り身に①をのせる。

③ オーブンで180℃で10分程度焼く。

手作り味噌経過

手作り味噌を子どもたちと作ってから、約１ヵ月が経ちました。
日々、「お味噌どんな感じ～」、「お味噌見せて～」と
味噌の様子が気になっている子どもたちの様子が見られます。

【2023.7.20】 【2023.8.25】

１ヵ月経って、
色味が濃くなってきました。
ジップロックからも醤油のような、
味噌の匂いがしています。



のいちご

わかくさ

プールのところへ行くとなでしこさんが氷の塊で遊んでいました。

「こおり、触る？」となでしこ組の大人が見せてくれました。

目をまーるくして氷の塊を見つめたFちゃん。

表情から「なにこれ？」ちょっと怖い？と思っているのかなと

感じました。

氷の周りに集まってきた友だちが次々と

「うわっ!ちめたい（つめたい）」「キャー」と声をあげながら

手を伸ばし触っています。その様子を見つめていたFちゃん。

一歩、後ずさりしていた身体を前に傾けて手をそーっと

伸ばし始めました。

「うわー」

その様子から数日前にかき氷をしてFちゃんが、我先に

ベンチに座って待っていたことを思い出しました。

でも「お家ではかき氷を食べたことがないんです」と、

ご家庭から聞いたことを思い出しました。園での氷屋さんの

雰囲気に誘われて食べることができたのでしょうか。

そう言えば口をハフハフさせてひと休みし、氷の冷たさを

感じながら食べていたなぁ。氷に触れた冷たさで食べた時の

冷たさを思い出したのかな。触ってみようと思えたのは

氷を触る友だちの雰囲気がFちゃんの心を動かしたのかな。

「Fちゃんとこおり」

テラスの水遊びコーナーに保育士と一緒に行ったHちゃん。

噴水シートの上にジョーロを見つける。

噴水の水を入れようとするけれどなかなかうまく入らない。

一瞬、保育士を見ながらジョーロを渡すふりをするけれど

もう一度、噴水に今度はジョーロの角度を変えて入れようと

している。少し水が入るとジャーと水を出してみる。

下に落ちる水を見ながら、何か気づいた様子。

シートの上に溜まった水を入れようとする。上手く水が入らない。

「あ～い」と言ってジョーロを保育士に渡す。

Hちゃんは水が入ったジョーロを渡されると手首の角度を

変えてまるでシャワーのように水が出てくるのを見て大喜び。

水が全部出てしまうと、ジョーロを床において拍手。

そして、またジョーロを手に持ち保育士に渡す。

Hちゃんの世界。

いつもは、バケツの水に手だけ入れて遊んでいる

Hちゃんが水遊びを全身で楽しんでいる。

こんな表情をするんだなとこころがほっこりした。

Hちゃんの水遊び

【くつについて】
靴、靴下のご用意をお願いいたします。
（足のサイズに合っているか確認を
してください）

【おしり拭き 2個集めます】



なでしこ

やまぶき

絵の具あそびをしていると、離れたところに
Nちゃんの姿が。友だちが動く姿を目で追っている。

少しの間見つめると、その場を離れた。

今日はやらないのかな、と思っていると、
また戻ってくる。今度はさっきより距離が縮まる。
また少しの間見つめてその場を離れた。

そこからしばらく経ち、もう一度戻ってきた
Nちゃん。Yちゃんが色水の中に入る姿を
じっと見つめる。足が一歩前に出る。そして、離れた。

見つめるNちゃんは、どんな気持ちだったんだろう。
絵の具がつくのは嫌だから、やりたくないな…
それとも、
何だかおもしろそうな雰囲気。やってみたいかも。
でも、まだ、勇気が出ないな、だったのかな。
次の機会にはどんな表情が見られるだろう。

「Nちゃんのきもち」

Tちゃんの空間

机に片栗粉を出すと「なにこれ？」とさわり始めたTちゃん。

そこに水を流し込みます。

とろ～んとして不思議な感覚に微妙な表情。

でも、慣れてくるとTちゃんの手は前後に動いたり、

びよ～んと手を上にあげたりしていました。

隣で遊んでいたYくんは楽しくなってびよ～んと伸びた

片栗粉を近くにいたMさんの腕に乗せて

「わぁ！やめて～！」と笑いながら遊んでいます。

今度は、YくんはTちゃんの腕に片栗粉を乗せます。

T「やめて」

Yくんは「なんでだろう？」という表情。Mさんは笑ってくれたのに。

Yくんはおとなとこどもの反応の違いに戸惑ったのかもしれない。

同じことをしていても人によって感じ方や反応は色々。

Tちゃんの感情もYくんの感情も理解できる。

こども同士のやり取りの中で、想いがぶつかり合うこともある。

そうやってお互いの気持ちを吸収しながら、育ち合っていくんだろうな。



はこべ

かたくり

昨日に続いて、今日もまた「あおぞらいきたい！」

「セミつかまえたい！」との声があり青空公園へ。

ひとしきり、セミを捕まえたので、子どもたちの手の届くところに

セミが見当たらなくなってしまった…。そんな時に、

S「ね～おにごっこしようよ！」

H「いいよ！ミーンミーンミーン（セミの鳴き真似）」

M「セミ？じゃあ、つかまえるね！」

そんなことから始まったセミおにごっこ。

ルールは、鬼は虫取り網を持って追いかける。

逃げるひとは、セミになりきるというもの(笑)

M「おにやる！！」

そう言い、虫取り網を手に取ったMちゃんの姿勢から

セミになるみんなを捕まえたい気持ちが伝わってくる。

身近なものを遊びに取り入れる力。柔軟だなぁ～。

最近、かたくりでは、日陰鬼ごっこも流行っています！

セミおにごっこ

園庭の山のブルーシートを外すのを手伝っていた

はこべ組の子どもたち。

その山に砂をかぶせ、固め始めました。

砂を入れたバケツをR君K君、Y君が一緒に

運んでいます。誰が声をかけている感じではないですが、

一緒に力を合わせて同じ事に夢中になっている姿。

山にバケツの砂をひっくり返すと砂が下にたくさん落ちていきます。

そこから砂を山の上まで手で運ぶI君。

カラーコーンを両手で持ち砂を固めるK君。

ひとり一人が自分の役目を見つけて全力で取り組んで

いるのを感じました。

暑い中、しばらくはこべ組のみんなで力を合わせて

山作りが続きました。

「ちからを合わせて」





予告

今回は、みなさんからの
リクエスト曲を募集します。
おみそ汁を飲みながら
一緒におしゃべりしませんか？


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

